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Abetract: what is Gwenllian like?Gerald Of wales depicted her as

a warhke wOman in his あ ″r“θy′力rοュ曇 Ⅳa′θθ and One recent
study shOws she is the authOr of the Fο″r Bra″ο力θθ οr rhθ
Maムむοノο".so Which is the true Gwenllian, a warlike wOman
warriOr or a wonderful storyteller?

Gwenllian cOuld be cOmpared to BOudica,the warriOr queen of

the lceni who led a revolt against the Romans in AD 61. Like

Boudica, Gwenllian fOught against the Normans but she did nOt

fight because she was aggressive or nlilitant rather it was a Celtic

traditiOn fronl the age Of BOudica that she shOuld ight as a leader

of the welsh army. This suggests that the wOmen's positiOn in

Welsh medieval society was not necessarily inferiOr Or submissive

but was rather highly regarded.

ブ レコンの助祭長 で あ り、ヘ ン リー 2世 の外交官で もあつたギ ラル
ドゥス・カ ンブ レンシス (ウ ェール ズのジェラル ド)は 、彼 の著書『 ウ
ェール ズ紀行』 の中で、南 ウェール ズの ウェール ズ人君主 グ リフィー

ズ・アプ 。リー スの妻 グ ウェンス ィア ン (1098?-1136)が 、夫 の留守 に、
宿敵 の ノル マ ン人城 主モ リス・ ド・ ロン ドレスに戦 い を挑 み、敗れ、

首を勿Jね られたと記している。彼は、その記述において、グウェンス

ィアンはアマゾン族の女王ペンテシレイアのように、「馬にまたがり、

軍勢の先頭に立って出撃して行つた」と記述し、彼女を好戦的な女戦
士として描いている。しかし彼は、なぜ彼女が戦うに至ったかという

理由は述べていない。伝説によれば、彼女はモリス・ ド・コンドレス

の策略に嵌 り、やむなく自衛のため戦つたのだという。

ギラル ドゥスは、グウェンスィアンをペンテシレイアに例えたが、

彼女の真の姿は、西暦 61年 にローマ軍に対し反乱を起こしたイース
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卜・アングリアのイケニ族の王妃ブーディッヵにむしろ近かった。ブ~デ イッカの蜂起の理由は、夫の死後、彼女の国上を奪い、娘たちを
陵辱 したローマ軍退役兵士に復讐するためであった。ブーディッヵは
部族会議で反乱の指導者に選ばれた。ブーディッカに率いられたブリ
トン人は、最初は大勝利を納めたものの、最後の決戦に敗れ、約 10
万人のブ リトン人が殺 され、ブーディッヵは毒を仰いで自殺 したとぃ
う。

口~マ の歴史家ディオ・カ ッシゥスはブーディッヵを、男性の着け
る トークや、男性の衣装であるチュニックゃマン トを着て槍を振るう
女戦士として、男性的イメージをことさら強調 して描いている。一方、
歴史家タキ トゥスによれば、ブーディッヵは最後の決戦にあた り、ブ
リトン人のひとりひとりに、「ブ ットン人は昔からよく女性の指揮の下
に戦争をしてきた・… 私は王家の一員ではなく人民のひとりとして、
奪われた自由と、鞭で打たれた体 と、凌辱 された娘の貞節のため、復
讐するのである 。・・これがひ とりの女 としての決心である。男 らは
生き残つて奴隷 となろうと、勝手である」 と訴えたと言 う。このタキ
トゥスの伝えるブーディッヵの言葉を信 じるなら、ここに表明されて
いるのは、あくまでも女性 としての立場からの戦 う理由と、復讐への
強い意志である。ブーディッカは決 して男性の代役ではない。
グウェンスィアンはベンテシレイアやブーディッヵと同様に筆を率
いて戦った。ギラルドゥスは女性が軍を指揮するということに興味を
もつたのかもしれないが、ブーディッヵの言葉にみられるように、ブ

リトン人は、昔からよく女性の指揮の下に戦争をしてきたのであった。
それはひとつの伝統であり、それは looo年以上も後のグエンスィア
ンにその力を及ぼしたのである。ブーディッヵとグゥェンスィアンに

は、ブリトン人としての同じ血が流れているのは言 うまでもない。
グウェンスィアンが軍を指揮 したのは、彼女の好戦的な個性による
「個人」の問題ではなく、ブリトン人の 「伝統」によるものと言つて

もよいが、それはまた当時のウェールズ社会における女性の高い社会

的地位 と無関係ではない。男女の権利に関しては、当時のウェールズ

の法律は、他の国々の法律 よりも、はるかに男女平等に近いものを実

現していた。ハウエル・ザーの法 として知 られるウェールズの法律や、
「マビノギ」とい う中世ウェールズ英雄物語に、このことがはっきり

と見て取れる。 したがつて中世のウェールズでは、女性や妻の立場は

必ず しも劣悪なものでも、また服従的なものでもなく、かなりの主導
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